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〔
第
２
０
号
発
行
記
念
掲
載
〕 

渋
谷
氏
五
族
の
消
長 

入
来
院 

貞
子 

 

渋
谷
氏
の
下
向 

一
二
二
一
年
、
源
氏
三
代
で
断
絶
後
、
後
鳥
羽
上

皇
が
倒
幕
の
挙
兵
を
し
た
が
、
敗
北
し
て
隠
岐
に
流

さ
れ
た
。
承
久
の
変
で
あ
る
。
渋
谷
氏
は
幕
府
方
と

し
て
功
績
が
あ
り
、
一
二
四
七
年
の
三
浦
・
千
葉
氏

の
討
伐
に
も
手
柄
が
あ
っ
た
の
で
、
千
葉
氏
の
所
領

だ
っ
た
東
郷
・
祁
答
院
・
鶴
田
・
入
来
院
・
高
城
の

諸
郷
を
与
え
ら
れ
た
。 

当
時
は
代
官
を
派
遣
し
て
知
行
さ
せ
る
の
が
一

般
的
だ
っ
た
が
、
千
葉
氏
の
代
官
が
悪
政
で
領
民
を

苦
し
め
た
愚
を
繰
返
さ
ず
に
、
領
主
権
を
確
立
さ
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
北
条
氏
が
自
分
の
地
位
を 

確
立
す
る
た
め
に
、
有
力
な
功
臣
を
次
々
に
除
い
て

い
た
こ
と
に
、
危
機
感
を
も
っ
て
自
家
の
存
続
を
図

っ
た
こ
と
の
二
つ
の
理
由
で
、
次
男
以
下
を
薩
摩
に

下
向
す
る
こ
と
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。（
川
崎
大
十
著

『
渋
谷
党
の
足
跡
』
に
よ
る
） 

             

渋谷氏五族に与えられた川内川下流域 
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一
二
四
八
年
春
、
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た

領
地
に
到
達
す
る
。
し
か
し
平
穏
に
領
地
を
手
に
入

れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。 

渋
谷
氏
下
向
以
前
の
川
内
川
流
域 

平
安
時
代
は
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
た
国
司
・
郡
司

に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
末
期
に
は
律

令
制
が
衰
退
し
、
自
衛
が
必
要
と
な
っ
て
各
地
に
武

士
が
台
頭
し
て
実
質
的
領
主
と
し
て
支
配
し
て
い
た
。 

こ
の
地
方
の
主
だ
っ
た
支
配
者 

①
伴
姓
武
光
氏 

②
大
前
氏 

③
大
蔵
氏 

④
宮
里
氏 

鎌
倉
初
期
に
幕
府
は
薩
摩
・
大
隈
・
日
向
の
守
護

と
し
て
島
津
氏
を
任
命
し
、
川
内
地
方
に
は
千
葉
常

胤
を
地
頭
に
任
命
し
た
。
当
時
は
任
命
さ
れ
て
も
実

際
は
代
官
が
差
配
し
て
い
た
。
千
葉
氏
の
代
官
が
非

道
狼
藉
を
働
き
、
そ
の
取
締
り
を
命
じ
た
文
が
残
っ

て
い
る
。 

前
述
の
土
着
の
領
主
も
次
第
に
統
合
さ
れ
て
行

く
が
、
渋
谷
氏
が
下
向
し
た
当
時
の
川
内
川
下
流
域

は
、
こ
う
し
た
混
乱
の
さ
中
で
あ
っ
た
。 

東
郷
氏 

東
郷
氏
は
五
兄
弟
の
一
番
年
長
の
実
重
に
始
ま

る
。
所
領
は
、
薩
摩
川
内
市
東
郷
町
全
部
・
田
海
・

白
浜
・
中
郷
町
、
そ
れ
に
現
さ
つ
ま
町
の
二
渡
・
白

男
川
・
泊
野
で
あ
っ
た
。 

下
向
し
た
も
の
の
、
中
心
は
大
前
氏
が
押
さ
え
て

い
て
、
車
内
村
（
田
海
町
）
の
館
に
居
を
構
え
た
。 

本
城
の
鶴
岡
城
を
手
に
入
れ
た
の
は
六
代
氏
親

の
頃
だ
っ
た
ら
し
い
。
鶴
岡
城
は
、
地
形
を
巧
み
に

利
用
し
た
薩
摩
川
内
市
・
さ
つ
ま
町
の
古
城
の
中
で

も
最
も
複
雑
な
築
城
構
造
で
あ
る
が
、
三
巨
城
と
い

わ
れ
た
他
の
清
色
・
虎
居
の
二
城
に
比
べ
て
一
般
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。 

五
代
重
親
は
大
前
氏
を
降
す
こ
と
が
出
来
な
い 
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            こ

と
を
残
念
に
思
っ
て
、
弟
に
家
督
を
譲
り
「
自
分

は
地
下
の
鬼
と
な
っ
て
敵
を
滅
ぼ
す
の
だ
」
と
言
っ

て
甲
冑
を
着
け
葦
毛
の
馬
を
鞭
打
っ
て
淵
脇
山
の
土

穴
に
駆
け
入
っ
て
自
刃
し
た
。
重
親
の
墓
の
横
に
は

昭
和
十
年
八
月
に
建
て
ら
れ
た
「
東
郷
重
親
公
仰
霊

之
碑
」
と
い
う
石
碑
が
あ
る
。
重
親
は
、
権
現
山
の

紫
尾
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。 

伝
説
に
よ
れ
ば
、
重
親
は
「
自
分
が
死
ん
だ
ら
必

ず
霊
験
を
表
す
か
ら
そ
こ
に
祀
っ
て
く
れ
」
と
遺
言

を
残
し
て
い
た
。
そ
の
後
権
現
山
の
ハ
ゼ
の
木
に
夜

な
夜
な
神
灯
が
現
れ
た
の
で
親
大
明
神
と
し
て
こ
こ

に
祀
っ
た
。
そ
の
後
そ
の
木
は
枯
死
し
、
植
え
な
お

し
た
も
の
が
現
存
す
る
。 

           

鶴岡城跡 

（薩摩川内市東郷町斧渕三ヶ郷） 

東郷重親公の墓 

（薩摩川内市東郷町斧渕小路） 
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以
来
、
東
郷
氏
は
葦
毛
の
馬
は
使
わ
ず
、
箸
に
ハ

ゼ
の
木
を
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

十
三
代
重
信
に
至
り
、
本
領
の
他
に
高
城
・
水
引

一
円
も
領
有
、
十
六
代
重
尚
は
高
城
・
水
引
・
湯
田
・

西
片
な
ど
二
万
石
あ
っ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
島
津
氏
と
の
抗
争
で
残
る
は
入
来
院
と

東
郷
の
み
と
な
っ
た
。
永
禄
十
二
年
、
重
尚
は
入
来

院
重
嗣
と
計
っ
て
、
所
領
の
東
郷
・
高
城
・
中
郷
・

湯
田
・
西
片
・
京
泊
の
地
を
献
上
し
て
貴
久
に
下
っ

た
。 貴

久
は
こ
れ
を
許
し
翌
年
東
郷
の
地
を
重
尚
に 

与
え
た
。
一
五
八
七
年
、
島
津
義
久
に
よ
っ
て
没
収

さ
れ
、
東
郷
氏
は
断
絶
し
た
。 

そ
の
支
族
は
多
く
、
ま
た
姓
も
変
え
た
支
流
も
あ

っ
て
、
現
在
各
地
に
存
続
し
て
い
る
。 

祁
答
院
氏 

 

次
兄
重
保
は
現
さ
つ
ま
町
の
二
渡
・
白
男
川
・
泊

野
・
鶴
田
を
除
い
た
土
地
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し

兄
東
郷
氏
と
同
じ
く
大
前
氏
が
勢
力
を
奮
っ
て
い
た

の
で
、
さ
つ
ま
町
柏
原
に
居
住
し
、
長
岡
城
を
手
に

入
れ
た
。
所
領
を
確
保
し
虎
居
城
に
居
住
し
て
い
た

記
録
は
七
代
重
茂
に
あ
る
。 

虎
居
城
は
Ｕ
字
に
屈
曲
し
て
囲
ん
で
い
る
東
西

４
百
メ
ー
ト
ル
、
南
北
１
キ
ロ
の
広
大
な
山
城
で
、 

            

川内川の対岸（北西）から見る虎居城跡 

（薩摩郡さつま町宮之城屋地） 
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中
に
お
き
た
の
城
・
塩
の
城
・
中
の
城
・
松
社
の
城

（
本
丸
）・
城
内
と
続
い
て
い
る
。 

最
北
端
の
城
内
の
下
が
八
女
瀬
で
、
九
代
徳
重
の

娘
が
川
に
落
ち
侍
女
七
人
も
水
死
し
た
所
で
あ
る
。

ち
な
み
に
彼
女
ら
の
死
体
の
上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
、

樋
脇
川
と
の
合
流
点
で
、
そ
の
地
の
戸
田
観
音
は
彼

女
た
ち
の
慰
霊
の
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

菩
提
寺
の
大
願
寺
に
は
二
十
四
基
の
石
塔
が
あ

り
、
昭
和
六
十
二
年
「
大
願
寺
跡
墓
石
群
」
と
し
て

県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

十
二
代
重
武
は
南
部
の
姶
良
方
面
に
進
出
し
、
帖

佐
本
城
・
新
城
・
山
田
城
を
併
領
し
た
。
十
三
代
良

重
に
な
っ
て
、
勢
い
は
益
々
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
島

津
貴
久
と
の
帖
佐
岩
剣
城
の
合
戦
（
一
五
五
四
年
）

に
破
れ
、
翌
年
姶
良
か
ら
撤
退
し
た
。
島
津
氏
は
こ

の
戦
い
で
初
め
て
鉄
砲
を
使
用
し
た
と
い
う
こ
と
で

有
名
で
あ
る
。 

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
良
重
は
紫
尾
山
で
猪
狩 

            

り
を
し
て
越
年
し
、
戻
っ
て
の
正
月
の
宴
で
泥
酔
し

て
い
た
所
を
薩
州
島
津
実
久
の
娘
で
政
略
結
婚
し
て

い
た
夫
人
に
懐
刀
で
刺
殺
さ
れ
る
。
控
え
て
い
た
入

来
か
ら
の
小
姓
、
村
尾
亀
三
が
屏
風
の
上
か
ら
夫
人

を
刺
殺
し
た
。
こ
こ
に
、
祁
答
院
家
は
十
三
代
・ 

 

三
百
十
九
年
を
も
っ
て
断
絶
す
る
。 

大願寺跡墓石群 

（薩摩郡さつま町柏原） 
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支
流
は
入
来
院
の
家
臣
と
な
っ
た
家
、
黒
木
・
大

口
に
移
住
し
た
家
や
苗
字
を
変
え
た
家
な
ど
多
く
現

存
し
て
い
る
。 

虎
居
城
は
そ
の
後
暫
く
の
間
、
入
来
院
氏
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
が
、
鶴
田
・
柏
原
・
中
津
川
・
久
富
木

を
含
む
十
二
村
を
与
え
ら
れ
た
島
津
義
久
の
弟
、
歳

久
（
金
吾
さ
あ
）
の
居
城
と
な
っ
た
。
歳
久
が
秀
吉

に
咎
め
ら
れ
切
腹
し
た
後
、
貴
久
の
弟
の
子
忠
長
に

与
え
ら
れ
た
。
宗
功
寺
の
墓
地
は
そ
の
家
系
の
も
の

で
あ
る
。 

鶴
田
氏 

鶴
田
氏
初
代
の
重
諸
は
、
実
際
は
承
久
の
変
で
戦

死
し
て
い
た
の
で
、
実
際
の
下
向
は
二
代
重
行
で
あ

っ
た
。
多
分
五
氏
の
中
で
最
年
少
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
比
較
的
安
定
し
て
い
た
天
領
を
領
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

初
め
は
鶴
田
郷
全
域
で
は
な
く
、
宮
之
城
郷
佐

志
・
湯
田
・
求
名
・
曽
木
郷
長
野
の
四
ヶ
村
を
含
む 

             地
域
の
よ
う
で
あ
る
。 

居
城
は
、
初
め
は
宮
之
城
郷
佐
志
の
大
谷
（
う
た

い
）
に
居
住
し
た
が
、
そ
の
跡
は
な
い
。
重
行
は
そ

の
後
間
も
な
く
鶴
田
城
を
築
い
た
。
鶴
田
城
は
字
古

城
と
字
求
名
に
ま
た
が
る
山
地
で
、
東
西
四
五
〇
メ

鶴田城跡 

（薩摩郡さつま町鶴田字古城） 
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ー
ト
ル
、
南
北
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
持
つ
。 

鶴
田
氏
の
菩
提
寺
は
求
名
の
下
手
公
民
館
付
近

で
、
俗
に
寺
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
国
道
二
六
七

号
の
改
修
工
事
に
よ
り
石
塔
群
十
数
基
は
下
手
公
民

館
の
庭
に
移
さ
れ
た
。
旧
薩
摩
町
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

渋
谷
氏
の
相
模
の
鎮
守
五
社
神
社
を
東
郷
氏
と

鶴
田
氏
が
奉
祀
し
て
い
る
。
鶴
田
で
は
後
年
諏
訪
防 

          

に
あ
る
南
方
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
ご
神
体
は
木
坐

像
で
、
五
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

渋
谷
五
族
は
下
向
以
来
渋
谷
党
と
し
て
、
お
互
い

に
結
束
し
、
協
力
し
合
っ
て
き
た
が
、
四
代
重
成
の

と
き
島
津
氏
が
奥
州
家
と
総
州
家
に
分
か
れ
て
抗
争

し
て
い
た
の
に
巻
き
込
ま
れ
て
分
裂
し
た
。 

鶴
田
氏
が
奥
州
家
に
着
い
た
の
に
、
他
の
四
族
は

川
内
の
総
州
家
に
付
い
た
。
奥
州
家
は
、
大
隈
が
本

拠
で
、
東
側
に
あ
っ
た
鶴
田
氏
に
影
響
力
が
強
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

  
 
 
 
 
 

師
久
（
総
州
家
・
川
内
碇
山
城
） 

 
 

島
津
貞
久 

氏
久
（
奥
州
家
・
鹿
児
島
・
大
隈
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
一
三
九
五
年
、
渋
谷
四
族
は
鶴
田
城
を
襲
っ
た
。

氏
久
は
鶴
田
重
成
を
援
け
大
合
戦
に
及
ん
だ
が
、
氏

久
に
利
あ
ら
ず
、
入
来
山
を
越
え
て
退
い
た
。
急
迫

鶴田氏の菩提寺・長福寺跡 

（薩摩郡さつま町求名） 
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す
る
渋
谷
勢
に
、
氏
久
は
兵
を
返
し
て
逆
襲
し
、
こ

れ
を
退
け
無
事
退
却
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
戦

を
『
山
引
合
戦
』
と
い
う
。（
入
来
の
山
を
越
え
て
兵

を
退
却
さ
せ
た
の
意
） 

          

一
四
〇
二
年
、
再
び
総
州
伊
久
と
渋
谷
の
攻
撃
を

受
け
て
、
敗
北
。
鶴
田
氏
は
断
絶
し
た
。 

歌
誌
「
に
し
き
江
」
主
幹
鶴
田
正
義
氏
は
そ
の
嫡

流
で
あ
る
。 

高
城
氏 

高
城
氏
の
初
代
重
貞
も
実
際
は
承
久
の
変
の
折
、

戦
死
し
て
い
る
。
二
代
重
秀
の
所
領
は
川
内
川
以
北

の
高
城
郷
・
水
引
郷
お
よ
び
阿
久
根
（
大
川
）
の
一

部
で
あ
る
。
そ
の
三
分
の
二
に
当
る
一
六
〇
町
が
千

葉
氏
の
遺
領
で
あ
っ
た
。
居
城
の
妹
背
城
は
旧
川
内

の
城
内
に
あ
り
、
武
光
氏
が
居
城
と
し
て
い
た
。
別

称
高
城
城
、
高
城
本
城
と
も
呼
ん
だ
。
高
城
小
学
校

の
東
北
に
位
置
す
る
小
丘
で
、
東
西
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
南
北
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
平
山
城
で
、
西
側
に

は
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
濠
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。 

重
秀
は
高
城
郡
北
部
の
大
河
に
居
を
構
え
た
。
武

光
氏
を
排
除
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。 他

に
水
引
城
が
あ
る
。
御
陵
下
町
の
本
城
を
中
心

と
し
た
位
置
に
あ
っ
た
。
別
称
を
屏
風
城
・
田
島
城

と
呼
ん
だ
。
記
録
に
よ
る
と
、
一
四
〇
一
年
総
州 

 

島
津
守
久
か
ら
、
当
城
と
栫
城
（
川
内
五
代
町
）
を 

鶴田合戦古戦場跡 

（薩摩郡さつま町鶴田） 
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          譲

ら
れ
た
と
あ
る
。 

高
城
氏
も
三
代
重
郷
の
弟
が
公
安
の
役
に
出
陣

し
、
壱
岐
の
島
で
戦
死
し
て
い
る
。 

そ
の
後
高
城
氏
内
で
内
紛
が
生
じ
、
兄
弟
が
島
津

の
総
州
家
・
奥
州
家
に
分
か
れ
て
戦
い
、
兄
は
追
わ

れ
て
水
引
城
に
移
り
、
弟
が
妹
背
城
を
奪
っ
た
が
、

間
も
な
く
島
津
立
久
に
攻
略
さ
れ
落
城
し
て
い
る
。 

一
四
八
五
年
、
薩
州
島
津
が
南
下
し
湯
田
城
・
水

引
城
を
攻
略
し
た
の
で
、
城
主
重
頼
は
城
を
棄
て
祁

答
院
氏
を
頼
っ
て
祁
答
院
に
奔
っ
た
。
高
城
氏
の
嫡

流
は
水
引
の
地
も
失
っ
た
。 

渋
谷
氏
の
総
領
東
郷
氏
は
、
同
族
の
高
城
氏
没
落

の
後
、
渋
谷
の
地
の
回
復
を
図
っ
た
。
本
格
的
に
妹

背
城
を
攻
略
、
高
城
を
併
合
し
た
十
四
代
重
明
は
叔

父
重
隆
に
高
城
を
領
有
さ
せ
た
。
重
隆
は
高
城
氏
を

名
乗
り
、
妹
背
城
を
居
城
と
し
た
。 

          

妹背城跡 

（薩摩川内市高城） 

高城氏石塔群 

（薩摩川内市高城） 
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東
郷
高
城
二
代
の
重
誠
は
優
秀
な
人
物
と
し
て
、

『
稚
児
ヶ
淵
伝
説
』
が
あ
る
。
弟
重
貞
は
入
来
院
重

聡
の
養
子
に
な
っ
た
が
、
重
朝
の
誕
生
に
よ
っ
て
庶

流
の
長
男
と
し
て
所
領
一
五
町
を
与
え
ら
れ
松
尾
城

を
居
城
と
し
た
。
し
か
し
薩
州
島
津
と
百
次
で
戦
い

討
死
し
た
。
そ
の
後
、
東
郷
宗
家
に
追
わ
れ
た
兄
の

重
誠
も
母
方
の
入
来
院
を
頼
っ
て
入
来
院
の
家
臣
と

な
っ
た
。 

菩
提
寺
は
前
領
主
に
続
い
て
信
興
寺
で
、
明
治
二

年
廃
寺
に
な
り
埋
没
し
て
い
た
石
塔
を
後
年
高
城
小

学
校
の
裏
手
に
集
め
た
と
い
う
東
郷
高
城
氏
の
石
塔

群
が
あ
り
、平
成
元
年
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

な
お
背
後
の
裏
山
に
は
墓
石
が
散
乱
し
て
い
て
、 

渋
谷
高
城
氏
の
も
の
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。 

入
来
院
氏 

下
向
し
た
渋
谷
氏
兄
弟
四
番
目
の
定
心
の
領
地

は
、
薩
摩
川
内
市
の
入
来
町
・
樋
脇
町
と
旧
川
内
市

の
久
住
・
中
村
・
楠
元
町
で
あ
っ
た
。 

こ
の
地
は
千
葉
氏
の
遺
領
で
あ
っ
た
が
、
大
蔵
種

明
の
勢
力
下
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
樋
脇
町
内
の
倉

野
に
入
り
、
次
い
で
元
村
に
館
を
構
え
た
と
い
う
。

元
村
に
は
定
心
が
勧
請
願
し
た
妙
見
神
社
、
諏
訪
神

社
が
あ
る
。 

清
色
城
に
は
四
代
重
基
か
五
代
重
勝
の
こ
ろ
と

思
わ
れ
る
。 

           

清色城跡 

（薩摩川内市入来町浦之名） 
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三
代
公
重
は
、
国
難
元
寇
の
時
代
で
あ
っ
た
。
第

二
回
の
来
襲
弘
安
の
役
に
は
、
弟
の
有
重
を
軍
代
と

し
て
、
そ
の
弟
致
重
・
重
尚
と
と
も
に
従
軍
さ
せ
た

が
、
三
人
と
も
戦
死
し
た
。
向
山
の
重
来
神
社
に
関

ヶ
原
の
戦
い
に
戦
死
し
た
十
五
代
重
時
と
と
も
に
合

祀
さ
れ
て
い
る
。 

四
代
重
基
の
時
か
ら
南
北
朝
の
戦
乱
時
代
に
入

り
、九
州
も
入
り
乱
れ
て
の
合
戦
の
日
々
と
な
っ
た
。

一
三
七
二
年
、
六
代
重
門
は
高
江
郷
峰
城
を
攻
め
、

城
は
陥
落
さ
せ
た
が
、
重
門
は
城
壁
を
登
る
時
堀
に

落
ち
、
敵
の
落
す
大
石
に
兜
を
割
ら
れ
戦
死
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
四
百
九
十
余
年
後
地
中
か
ら
重
門
の

碑
が
発
見
さ
れ
、峰
城
内
松
嶺
寺
に
建
て
直
し
た
が
、

そ
の
寺
地
に
峰
山
小
学
校
を
建
て
る
た
め
整
地
を
し

た
と
き
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
二
百
年
ほ
ど
は
、
時
折
は
和
睦
し
な
が
ら

も
島
津
氏
と
の
抗
争
が
続
き
、『
山
北
の
四
賊
』
と
呼

ば
れ
た
。 

七
代
入
来
院
重
頼
の
と
き
、
島
津
元
久
に
負
け
て

清
色
城
を
明
け
渡
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
後
に
入

っ
た
伊
集
院
頼
久
に
領
民
が
全
く
懐
か
ず
、
仕
方
な

く
入
来
院
に
返
還
し
た
と
い
う
。
入
来
院
氏
が
領
民

の
信
望
を
得
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

十
一
代
重
聡
の
時
代
は
島
津
一
族
も
乱
れ
て
い

て
、
伊
作
の
島
津
忠
良
（
日
新
公
）
は
加
世
田
と
出

水
を
領
有
し
て
い
た
薩
州
島
津
家
の
実
久
に
勢
力
を 

阻
ま
れ
て
い
た
。
忠
良
は
息
子
貴
久
の
嫁
に
重
聡
の 

 

        

戦国時代の島津本家と分家 
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娘
を
迎
え
た
。
そ
し
て
連
合
し
て
薩
州
島
津
に
当
っ

た
。
や
が
て
忠
良
は
加
世
田
を
攻
略
し
、
薩
州
家
の

出
水
の
勢
力
も
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
た
。 

十
二
代
重
朝
の
時
代
は
入
来
院
の
最
盛
期
で
、
川

内
の
大
部
分
と
郡
山
、
姶
良
の
辺
り
ま
で
を
勢
力
下

に
収
め
た
。
し
か
し
強
大
に
な
っ
た
入
来
院
氏
は
疎

ま
れ
、
忠
良
・
貴
久
に
攻
め
ら
れ
る
立
場
に
な
っ
て 

し
ま
っ
た 

貴
久
の
三
州
統
一
は
着
々
と
進
み
、
渋
谷
氏
は
力

を
失
っ
た
。
十
四
代
重
嗣
の
時
代
に
、
東
郷
重
尚
と

今
後
の
見
通
し
を
相
談
し
、
百
次
・
平
佐
・
碇
山
・

高
江
・
隈
之
城
・
宮
里
・
京
泊
・
清
色
の
全
領
土
を

差
し
出
し
て
降
伏
す
る
こ
と
に
し
た
。
貴
久
は
こ
れ

を
許
し
、
清
色
を
重
嗣
に
与
え
た
。
そ
の
後
も
重
豊

の
代
に
山
田
・
天
辰
・
田
崎
を
失
っ
た
。
武
士
の
数

は
変
わ
ら
な
い
の
に
領
地
は
減
っ
た
の
で
維
新
ま
で

半
農
半
士
の
つ
つ
ま
し
い
一
族
と
な
っ
た
。 

と
も
あ
れ
入
来
院
氏
は
、
渋
谷
氏
の
中
で
縮
小
さ

れ
た
と
は
い
え
、
唯
一
継
続
し
て
同
じ
領
地
を
護
っ

て
来
た
。
そ
れ
は
全
国
で
も
入
来
院
氏
と
人
吉
の
相

良
氏
の
み
と
い
う
。 

清
色
城 

こ
の
山
城
は
、
東
西
一
キ
ロ
南
北
七
五
〇
メ
ー
ト

ル
周
囲
二
・
八
キ
ロ
で
あ
る
。
東
・
南
・
北
の
三
方

を
周
流
す
る
清
色
川
を
濠
と
し
、
七
、
八
〇
メ
ー
ト

ル
の
断
崖
は
天
然
の
城
壁
を
形
成
し
て
い
る
。
城
中 

          

清色城本丸跡 
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に
本
丸
・
松
尾
城
、
中
之
城
・
西
之
城
・
求
聞
持
城
・

物
見
之
段
な
ど
を
始
め
広
い
段
丘
が
多
い
。 

平
成
十
六
年
国
指
定
の
山
城
と
な
っ
た
。
現
存
す

る
武
家
屋
敷
群
を
身
近
に
持
つ
山
城
は
他
に
は
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

い
く
さ
墓 

戦
乱
の
世
、
出
陣
す
る
と
き
死
を
覚
悟
し
て
生
前

に
自
分
の
墓
を
作
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
逆
修

墓
と
い
う
。 

文
明
（
１
４
６
９
）
か
ら
天
正
（
１
５
６
３
）
ま

で
の
百
余
年
間
の
も
の
で
、
領
主
で
は
重
門
・
重
茂
・

重
豊
・
以
下
重
嗣
ま
で
あ
る
。 

十
一
代
重
聡
の
時
代
、
薩
州
島
津
実
久
は
南
下
し
、

高
城
・
水
引
・
百
次
・
山
田
以
西
を
占
領
し
た
。
重

聡
は
そ
れ
を
奪
回
す
る
た
め
、
重
朝
の
生
ま
れ
る
前

に
養
子
と
し
て
い
た
東
郷
重
貞
と
と
も
に
、
川
内
地

方
で
激
し
い
合
戦
を
何
回
も
行
な
っ
た
。
こ
の
戦
の

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。 

           

一
五
二
八
年
村
尾
平
次
郎
、
翌
年
岡
本
八
郎
、
そ

の
ま
た
翌
年
山
口
重
昌
、
翌
一
五
三
一
年
四
月
に
は

入
来
院
重
直
と
い
ず
れ
も
身
内
の
重
臣
を
百
次
の
上

野
城
を
攻
め
て
戦
死
さ
せ
て
い
る
。
同
年
六
月
総
大

将
と
し
て
出
陣
し
た
東
郷
重
貞
は
、
兄
重
誠
が
付
け

て
く
れ
た
東
郷
の
重
臣
武
元
右
京
と
と
も
に
百
次
溝

口
で
戦
死
し
た
。
右
京
が
白
髪
を
振
り
乱
し
て
奮
戦

いくさ墓 
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し
た
こ
と
が
永
利
史
誌
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

二
人
の
戻
ら
な
い
悲
し
い
逆
修
墓
が
い
く
さ
墓
に
あ

る
。
そ
の
後
、
十
二
代
重
朝
が
百
次
上
野
城
を
奪
回

し
た
。 

旦
那
墓 

入
来
町
元
村
に
鎮
座
す
る
妙
見
神
社
の
近
く
に

定
永
寺
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
跡
の
奥
に
あ
る
墓
で
、

右
が
七
代
重
頼
、左
が
十
四
代
重
豊
の
墓
塔
で
あ
る
。 

重
頼
は
山
引
合
戦
の
後
島
津
元
久
を
悩
ま
せ
、
一

旦
は
失
っ
た
清
色
を
武
力
で
な
く
領
民
の
支
持
に
よ

っ
て
回
復
さ
せ
た
。 

重
豊
は
、
島
津
の
家
臣
と
し
て
浅
い
入
来
院
家
が

存
続
出
来
る
か
の
難
題
を
血
判
状
の
提
出
で
な
ん
と

か
防
ぎ
、
定
着
、
安
定
さ
せ
た
外
交
の
手
腕
の
持
ち

主
と
い
わ
れ
て
い
る
。
義
久
の
家
臣
と
な
っ
て
、
日

向
、
水
俣
の
合
戦
に
も
加
わ
っ
た
。
義
久
の
従
弟
の

島
津
以
久
の
子
重
時
を
養
子
と
し
た
。
墓
塔
は
２
メ 

ー
ト
ル
あ
ま
り
で
町
内
最
大
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

           

お
石
塔 

明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
跡
形
も
な
く
消
え
た
町
内

最
大
の
名
刹
寿
昌
寺
の
境
内
に
あ
る
入
来
院
家
代
々

の
墓
石
群
を
指
す
。 

間
口
五
間
（
９
メ
ー
ト
ル
）
奥
行
き
一
〇
間 

 
（
１
８
メ
ー
ト
ル
）
の
石
畳
の
上
に
ぎ
っ
し
り
豪
華

な
墓
が
建
っ
て
い
る
。 

旦那墓 
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一
六
六
六
年
に
歴
代
の
寄
せ
墓
を
作
っ
た
の
が

こ
れ
で
あ
る
。
石
塔
数
四
三
基
、
う
ち
十
九
基
が
石

祠
型
豪
華
塔
で
あ
る
。
石
に
彫
ら
れ
た
家
紋
を
見
る

と
島
津
家
か
ら
嫁
い
で
き
た
妻
の
墓
の
方
が
夫
よ
り

も
大
き
い
も
の
な
ど
あ
る
の
が
興
味
深
い
。 

     

 

     

島
津
家
と
入
来
院
家 

重
聡
は
薩
州
島
津
の
南
下
を
防
ぎ
、
重
朝
は
平

佐
・
百
次
を
奪
回
し
て
、
妹
の
婚
家
伊
作
島
津
家
を

大
い
に
悦
ば
せ
た
。
そ
し
て
「
川
内
地
方
を
好
き
な

よ
う
に
奪
え
」
と
言
っ
た
が
、
入
来
院
が
強
大
に
な

る
こ
と
は
望
ま
ず
、重
朝
を
攻
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

島
津
家
を
中
興
さ
せ
た
義
久
・
義
弘
、
秀
吉
に
逆
ら

っ
て
切
腹
し
た
歳
久
の
三
人
の
母
は
重
朝
の
妹
窓
雪

夫
人
で
、
重
朝
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
た
年
の
夏
に

死
ん
だ
。 

      
重
朝
の
子
重
嗣
の
時
、
島
津
氏
に
降
伏
す
る
。
そ

の
子
重
豊
の
妻
は
、
貴
久
の
弟
忠
将
の
娘
だ
っ
た
が

お石塔 

 

入
来
院
重
聡 

島
津
忠
良 

 

貴
久 

 

重
朝 

 

雪
窓
夫
人 

 

義
久 

 

義
弘 

 

歳
久
（
金
吾
さ
あ
） 
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男
子
が
な
く
、
妻
の
甥
の
重
時
が
養
子
に
入
る
。
そ

の
重
時
は
関
ヶ
原
で
戦
死
す
る
。
男
子
が
な
か
っ
た

の
で
、
断
絶
さ
せ
ら
れ
た
薩
州
島
津
忠
辰
の
弟
、
重

高
が
あ
と
を
継
ぐ
。
こ
う
し
て
、
入
来
院
宗
家
は
島

津
氏
と
深
く
結
び
つ
い
て
行
く
。
こ
の
時
代
、
存
続

し
て
行
く
た
め
に
は
そ
う
し
た
結
び
つ
き
が
必
要
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

義
久
の
母
追
悼
の
歌 

 
 
 

 

入
来
村
史
の
入
来
院
十
四
代
重
豊
の
項
に
旧
紀

雑
録
か
ら
の
次
の
記
述
が
あ
る
。 

 

雪
窓
妙
安
大
姉
は
、
入
来
院
重
朝
の
妹
に
し
て
島

津
貴
久
の
夫
人
な
り
。
今
歳
天
正
四
年
丙
子
八
月
三

十
三
回
忌
に
当
た
り
，
そ
の
子
義
久
追
悼
の
和
歌
を

詠
し
て
曰
く 

雪
窓
妙
安
大
姉
三
十
三
回
こ
と
し
八
月
十
五
日

に
相
あ
た
り
侍
り
し
は
年
季
も
是
を
限
り
な
れ
ば
一

人
か
な
し
き
身
に
し
み
と
を
り
時
し
も
あ
れ
や
秋
や 

                  

『秀吉・義久和睦の像』（薩摩川内市、泰平寺公園） 
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は
人
の
わ
か
る
べ
き
と
云
ひ
お
き
し
い
に
し
え
も
思

ひ
や
ら
れ
て
い
と
も
露
け
き
秋
を
追
善
に
広
済
和
尚

詩
を
つ
く
り
手
向
給
ひ
し
其
韻
字
を
取
り
て
試
み
に

一
首
つ
ら
ね
侍
る
も
の
な
り 

 

月
に
ち
る
は
は
そ
の
秋
は
ほ
と
も
な
く 

雪
に
向
は
ん
ま
と
の
山
風 
 
 

義
久 

 
 雪

窓
夫
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
義
久
十
一
歳
、

義
弘
九
歳
、
歳
久
七
歳
で
あ
っ
た
。 

義
久
が
秀
吉
に
降
伏
す
る
前
夜
、
伊
集
院
に
あ
っ

た
母
の
菩
提
寺
、
雪
窓
院
で
得
度
し
、
龍
白
と
号
し

た
の
だ
っ
た
。
死
を
覚
悟
し
た
義
久
の
瞼
に
去
来
し

た
の
は
き
っ
と
母
の
面
影
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

義
弘
に
し
て
も
妙
円
寺
な
ど
伊
集
院
に
戻
っ
た

こ
と
は
、母
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

（
庶
流
入
来
院
家
二
十
一
代
当
主
・
入
来
院
重
朝

夫
人
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
日
逝
去
） 

            

 

   

庶流入来院家・茅葺門（重要伝統的建造物群保存地区内） 
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補
遺
・
第
２
０
号
発
行
記
念
掲
載
に
つ
い
て 

 

炉
ば
た
セ
イ
談
編
集
担
当 

下
土
橋 

渡 

 

入
来
院
貞
子
さ
ん
は
、
平
成
十
九
年
九
月
に
『
渋

谷
氏
五
族
の
消
長
』
と
題
す
る
冊
子
を
作
っ
て
お
ら

れ
た
。
消
長
と
は
、
物
事
が
衰
え
て
消
え
る
か
伸
び

て
盛
ん
に
な
る
か
、
と
い
う
な
り
ゆ
き
の
こ
と
を
い

う
。
そ
の
冊
子
を
、「
炉
ば
た
セ
イ
談
」
第
２
０
号
発

行
記
念
と
し
て
、
転
載
す
る
形
で
こ
こ
に
掲
載
さ
せ

て
頂
い
た
。
そ
れ
は
、
渋
谷
氏
五
族
の
下
向
後
の
な

り
ゆ
き
、
つ
ま
り
渋
谷
氏
五
族
が
下
向
し
た
川
内
川

下
流
域
の
歴
史
の
な
り
ゆ
き
を
知
る
上
で
、有
用
な
、

と
い
う
よ
り
、
不
可
欠
な
興
味
あ
る
資
料
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。 

当
時
は
地
頭
に
任
命
さ
れ
て
も
代
官
を
派
遣
し

て
知
行
さ
せ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
渋
谷
光
重

は
五
兄
弟
を
実
際
に
薩
摩
へ
下
向
さ
せ
た
。し
か
し
、

五
兄
弟
が
平
穏
に
領
地
を
手
に
入
れ
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
各
地
に
土
着
の
武
士
が
台
頭
し
て
実
質
的
な

支
配
を
行
っ
て
い
た
混
乱
の
さ
中
の
時
代
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
東
郷
氏
の
所
領
は
そ
の
中
心
を
大
前
氏

が
押
さ
え
て
い
て
、
東
郷
氏
が
本
城
の
鶴
岡
城
を
手

に
入
れ
た
の
は
六
代
氏
親
の
頃
だ
っ
た
そ
う
だ
。 

下
向
以
来
渋
谷
党
と
し
て
、
お
互
い
に
結
束
し
、

協
力
し
合
っ
て
き
た
五
族
で
あ
っ
た
が
、
下
向
か
ら

約
一
六
〇
年
後
の
頃
、鶴
田
氏
が
五
族
よ
り
分
裂
し
、

四
族
と
の
抗
争
の
末
断
絶
し
た
。
そ
の
後
も
島
津
氏

と
の
抗
争
の
中
で
、
高
城
氏
、
祁
答
院
氏
、
東
郷
氏

と
断
絶
し
て
い
っ
た
。 

そ
ん
な
中
で
入
来
院
氏
だ
け
は
、
島
津
氏
の
軍
門

に
下
り
、
領
地
を
減
ら
し
な
が
ら
も
、
明
治
維
新
ま

で
の
六
二
〇
年
余
り
に
渡
っ
て
そ
の
社
稷
を
全
う
し

た
。 

 
そ
の
よ
う
な
渋
谷
氏
五
族
の
消
長
を
知
る
上
で
の

貴
重
な
資
料
と
し
て
参
考
に
し
て
頂
い
た
ら
幸
い
で

あ
る
。 

し
ょ
う
ち
ょ
う 

し
ゃ
し
ょ
く 


